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ら
れ
る
よ
う
、
２
週
間
の
間
を
空
け
て
２

回
（
各
１
日
間
）
に
分
け
て
開
催
さ
れ
た
。

　
参
加
者
の
教
科
が
偏
ら
な
い
よ
う
、
国

語
、
地
理
歴
史
・
公
民
、
数
学
、
理
科
、

英
語
の
教
科
別
に
定
員
枠
を
設
け
て
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
大
阪
府
や
兵
庫
県
を
中
心

に
近
畿
地
方
の
高
校
教
員
58
人
が
参
加
。

若
手
教
師
だ
け
で
な
く
、
管
理
職
を
中
心

に
教
職
歴
が
30
年
を
超
え
る
ベ
テ
ラ
ン
教

師
も
参
加
し
た
。
担
当
教
科
や
経
験
、
立

場
の
異
な
る
教
師
た
ち
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
協
働
し
、
Ａ
Ｌ
へ
の
見
識
を
そ
れ
ぞ

れ
深
め
る
場
と
な
っ
た
。
ま
た
、
前
年
度

の
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
が
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・

ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
以
下
、
Ｔ
Ａ
）
と
し
て

加
わ
り
、
参
加
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

　
関
西
大
学
が
高
校
教
員
を
対
象
と
し
た

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、
Ａ

Ｌ
）
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
の

は
、
２
０
１
５
年
度
に
続
い
て
２
回
目
だ
。

講
師
の
森
朋
子
教
授
が
専
門
と
す
る
「
学

習
研
究
」
の
観
点
か
ら
生
徒
の
学
び
や
理

解
の
プ
ロ
セ
ス
を
解
説
し
、
Ａ
Ｌ
の
意
義

や
有
効
な
実
践
方
法
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

参
加
者
と
と
も
に
こ
れ
か
ら
の
授
業
づ
く

り
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
参
加
者
が
講
義
で
学
ん
だ
理
論
を
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
実
践
し
な
が
ら
身
に
つ
け

↘ように、協力して全体像を浮かび上がらせる協調学習法の１つ。ある課題について、複数の視点
で書かれた資料を読む「エキスパート活動」、そこで得た知識を交換し、考えを深めていく「ジグソー
活動」、全体でグループの意見を交換する「クロストーク活動」の３つの活動から成る。

日　程　2016年 11月 26日、12月 10日の2日間
講　師　関西大学教育推進部　森朋子教授
参加者　高校教員58人（内訳　教科：国語10人、地理歴史・公民11人、

数学11人、理科16人、英語10人／教職歴：1～5 年目14人、
6～10 年目15人、11～15 年目5人、16～20 年目7人、21
～25 年目５人、26～30 年目4人、31～34 年目8人）

１
日
目

講義＆実習

アクティブ・ラーニングとは何か
アクティブ・ラーニングが抱える課題
よいアクティブ・ラーニングをつくるコツ
ワーク❶（講義の内容の振り返り）

実習
ワーク❷（個人ワーク）
ワーク❸（シェアワーク）

２
日
目

講義＆実習
ワーク❹（前回の振り返り）
ワーク❺（グループワーク）
ワーク❻（ジグソー法）

講義
アクティブ・ラーニングの評価
まとめ

セミナーの概要、プログラム図1

「
学
習
研
究
」
の
成
果
を

高
校
教
育
に
還
元

＊同大学の資料を基
に編集部で作成

 February  2017

関
西
大
学
が
高
校
教
員
対
象
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
効
果
的
な
手
法
を

理
論
と
実
践
の
両
面
で
学
ぶ

次
期
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
見
ら
れ
て
お
り
、
高
校
現
場
で
も
関
心
を

集
め
て
い
る
。
そ
こ
で
、
関
西
大
学
は
、
Ａ
Ｌ
の
実
践
に
有
用
な
知
見
を
提
供
す
る
た
め
、
２
日
間
に
わ
た
る
セ
ミ
ナ
ー
「
高
校
教
員
の
た
め
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
創
る
！
」

を
開
催
し
た
。
近
畿
地
方
の
高
校
教
員
58
人
が
参
加
し
、「
学
習
研
究
」
の
観
点
か
ら
Ａ
Ｌ
に
関
す
る
理
論
と
実
践
を
学
ん
だ
。
そ
の
内
容
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
。
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１
日
目
は
講
義
と
実
習
が
行
わ
れ
た
。

　
講
義
で
は
、
学
習
研
究
や
脳
科
学
の
観

点
か
ら
学
び
や
理
解
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
っ
た
。
学
習
内
容
は
先
行

知
識
と
結
び
つ
け
て
理
解
さ
れ
る
た
め
、

生
徒
個
々
で
先
行
知
識
が
異
な
る
こ
と
か

ら
、
生
徒
全
員
が
教
師
か
ら
教
え
ら
れ
た

知
識
を
自
分
の
も
の
に
で
き
る
と
は
限
ら

な
い
こ
と
や
、
知
識
は
活
用
し
て
初
め
て

内
化
（
＊
１
）
さ
れ
る
と
い
っ
た
学
習
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
説
し
、
自
身
の
指
導
と

生
徒
の
学
び
に
か
い
離
が
な
い
か
を
見
直

す
必
要
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
。

　
続
い
て
、
今
後
生
徒
に
求
め
ら
れ
る
学

力
や
次
期
学
習
指
導
要
領
の
方
向
性
、
授

業
に
Ａ
Ｌ
を
取
り
入
れ
る
ね
ら
い
を
解
説

し
、
授
業
デ
ザ
イ
ン
の
具
体
的
な
つ
く
り

方
の
説
明
に
入
っ
た
。
森
教
授
は
ま
ず
、

生
徒
の
学
び
が
深
ま
る
授
業
の
共
通
点
と

し
て
次
の
３
つ
を
挙
げ
た
。

①
Ａ
Ｌ
に
と
ら
わ
れ
ず
、
よ
い
授
業
と
は

何
か
を
考
え
て
い
る
。

②
生
徒
の
理
解
度
や
能
力
に
合
わ
せ
て
、

内
化
→
外
化
（
＊
２
）
→
内
化
が
行
わ

れ
て
い
る
。

③
個
人
を
基
盤
と
し
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
取
り
入
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
要
素
を
総
合
し
た
Ａ
Ｌ
の
授

業
デ
ザ
イ
ン
例
が
図
２
で
あ
る
。
生
徒
は

授
業
の
前
半
で
、
前
時
の
振
り
返
り
や
講

義
を
通
し
て
知
識
や
考
え
を
内
化
し
、「
分

か
っ
た
つ
も
り
」に
な
る
。続
い
て
、グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
に
よ
る
外
化
を
通
し
て
、
理
解

を
深
め
た
り
、
分
か
っ
て
い
な
い
こ
と
に

気
づ
い
た
り
、
新
た
な
問
い
を
持
っ
た
り

す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
統
合
さ
せ
る

内
化
の
機
会
を
再
び
設
け
る
こ
と
で
、
知

識
や
思
考
は
深
ま
っ
て
い
く
。
森
教
授
は
、

そ
の
よ
う
な
Ａ
Ｌ
を
「
デ
ィ
ー
プ
・
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、
Ｄ
Ａ
Ｌ
）」

と
呼
ん
で
い
る
。

　
実
習
で
は
、
教
科
別
に
16
グ
ル
ー
プ
を

編
成
し
、
知
識
定
着
型
Ｄ
Ａ
Ｌ
の
授
業
づ

く
り
を
行
っ
た
。
Ａ
Ｌ
を
取
り
入
れ
た
授

業
を
行
っ
た
経
験
の
あ
る
教
師
と
な
い
教

師
が
各
グ
ル
ー
プ
に
混
在
す
る
よ
う
に
し
、

経
験
者
が
特
定
の
グ
ル
ー
プ
に
集
中
し
な

い
よ
う
に
配
慮
し
た
。

　
ま
ず
、
各
グ
ル
ー
プ
で
仮
想
授
業
の
単

元
テ
ー
マ
と
教
育
目
標
を

設
定
。
そ
れ
を
基
に
、
個

人
で
内
化
・
外
化
・
内
化

の
３
つ
の
プ
ロ
セ
ス
で
構

成
さ
れ
る
授
業
案
を
検
討

し
た
。
そ
し
て
、
グ
ル
ー

プ
内
で
各
自
の
案
を
説
明

し
た
後
、
話
し
合
っ
て
１

つ
の
統
合
版
を
作
成
。
最

後
に
、
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ

形
式
（
＊
３
）
で
各
グ
ル
ー

プ
の
案
を
共
有
し
た
。
他

教
科
を
含
め
た
他
グ
ル
ー

プ
の
授
業
案
か
ら
気
づ
き

を
得
た
参
加
者
も
多
く
、

そ
の
後
、自
身
の
授
業
案
を

修
正
す
る
姿
も
見
ら
れ
た
。

　
１
日
目
の
最
後
に
は
、
２
日
目
の
概
要

を
説
明
し
て
見
通
し
を
持
つ
と
と
も
に
、

次
回
ま
で
の
課
題
と
し
て
、
Ａ
Ｌ
の
研
究

書
の
指
定
さ
れ
た
章
（
３
章
の
う
ち
１
章

で
、
参
加
者
に
よ
っ
て
異
な
る
）
を
読
ん

で
お
く
よ
う
に
指
示
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

２
日
目
ま
で
の
間
、
16
年
度
に
全
学
で
導

入
し
た
「
関
大
Ｌ
Ｍ
Ｓ
（
ラ
ー
ニ
ン
グ
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
）」（
＊
４
）

を
活
用
し
、
参
加
者
同
士
が
自
由
に
感
想

や
意
見
を
交
換
し
合
っ
た
。

　
２
週
間
後
に
行
わ
れ
た
２
日
目
は
、
最

初
に
前
回
の
内
容
を
振
り
返
っ
た
後
、
知

識
構
成
型
ジ
グ
ソ
ー
法
（
＊
５
）
を
経
験

す
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
ず
、
前
回
の
課
題
で
同
じ
章
を
指
定

さ
れ
た
者
同
士
３
～
６
人
で
グ
ル
ー
プ
と

な
り
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を
述
べ
合
う
な
ど
し

③
前
回
の
ま
と
め（
教
員
）

②
前
回
の
振
り
返
り（
グ
ル
ー
プ
）

①
前
回
の
振
り
返
り（
個
人
）

個  

人
個  

人

グ
ル
ー
プ

内  

化

③
全
体
傾
向
の
説
明

②
グ
ル
ー
プ
で
シ
ェ
ア

①
テ
ス
ト
の
解
答
チ
ェ
ッ
ク

個  

人
個  

人

グ
ル
ー
プ

内  

化

③
小
テ
ス
ト
の
実
施

②
グ
ル
ー
プ
で
シ
ェ
ア
す
る

①
個
人
で
考
え
る

個  

人
個  

人

グ
ル
ー
プ

外  

化

③
前
回
の
ま
と
め（
教
員
）

②
前
回
の
振
り
返
り（
グ
ル
ー
プ
）

①
前
回
の
振
り
返
り（
個
人
）

個  

人
個  

人

グ
ル
ー
プ

活
動

事
例

目
的

講  

義

個  

人

内  

化
内  

化

＊１　外にあるものを自分の認識下に取り入れること。　＊２　習得した知識・技能を活用して問題解決を試みること。　＊３　メンバーを変えながら少人数グループ
で話し合う形式のこと。カフェのようにリラックスした雰囲気の中で、世界を旅するかのように見聞を広めていくことから、その名がついた。　＊４　ウェブ上の授
業支援ツール。メッセージ機能や会議室機能などにより、受講生と教員間や、受講生同士のコミュニケーションのために活用できる。　＊５　ジグソーパズルを解く↗

アクティブ・ラーニングの授業デザイン例図２

内
化
・
外
化
を
繰
り
返
す

授
業
づ
く
り
を
グ
ル
ー
プ
で
行
う

＊同セミナーでの配布資料を基に編集部で作成

生
徒
の
学
び
が
深
ま
る
授
業
の

共
通
点
と
は

セ
ミ
ナ
ー
１
日
目

Ａ
Ｌ
の
内
容
に
関
し
て

知
識
構
成
型
ジ
グ
ソ
ー
法
を
実
践

セ
ミ
ナ
ー
２
日
目

 February  2017
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て
内
容
の
理
解
を
深
め
た
。
３
つ
の
章
は
、

「
協
同
学
習
」「
知
識
構
成
型
ジ
グ
ソ
ー
法
」

「
反
転
授
業
（
＊
６
）」
に
つ
い
て
書
か
れ

た
も
の
だ
。
次
に
、
各
章
１
人
ず
つ
の
３

人
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
各
自
が
読
ん
だ

章
の
内
容
を
ほ
か
の
２
人
に
説
明
し
た
。

聞
き
手
の
２
人
は
、
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
ポ
イ
ン
ト
を
抜
き
出
し
て
「
コ

ン
セ
プ
ト
マ
ッ
プ
（
＊
７
）」
を
作
成
し
た
。

　「
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
３
人
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
外
化
で
終
え
た
が
、
実
際
に
授
業

で
行
う
際
に
は
、
こ
の
後
、
大
人
数
で
の

話
し
合
い
や
全
体
に
対
す
る
発
表
と
い
っ

た
さ
ら
な
る
外
化
を
経
て
、
小
テ
ス
ト
や

教
師
に
よ
る
説
明
な
ど
の
最
後
の
内
化
を

行
う
こ
と
で
、
思
考
が
よ
り
深
ま
る
」
と
、

森
教
授
は
強
調
し
て
伝
え
た
。

　
続
い
て
、
Ａ
Ｌ
の
評
価
に
関
す
る
講
義

が
行
わ
れ
た
。

　
評
価
に
は
、
成
績
を
つ
け
る
こ
と
だ
け

で
は
な
く
、
生
徒
が
復
習
し
て
学
ん
だ
こ

と
を
整
理
す
る
機
会
（
知
識
の
精
緻
化
）、

生
徒
が
自
分
の
理
解
度
を
確
認
す
る
機
会

（
メ
タ
認
知
）、
生
徒
が
さ
ら
に
学
ぶ
動
機

を
獲
得
す
る
機
会
（
動
機
づ
け
）、
そ
し

て
教
師
が
自
身
の
指
導
を
見
直
す
機
会
と

い
っ
た
教
育
機
能
が
あ
る
こ
と
が
説
明
さ

れ
た
。

　
そ
し
て
、
学
習
評
価
に
は
、「
直
接
評
価
」

「
間
接
評
価
」
の
軸
と
、「
心
理
測
定
学
的

パ
ラ
ダ
イ
ム
（
数
値
で
表
せ
る
）」
と
、「
オ

ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ヴ
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
パ

ラ
ダ
イ
ム
（
数
値
で
表
せ
な
い
）」
の
軸
が

あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
評
価
手
法
が
４
象

限
に
分
か
れ
る
こ
と
を
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ

具
体
的
な
評
価
方
法
を
挙
げ
た
（
図
３
）。

こ
の
う
ち
、
Ａ
Ｌ
の
評
価
で
は
、
直
接
評

価
と
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ヴ
・
ア
セ
ス
メ
ン

ト
の
観
点
を
踏
ま
え
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の

作
成
が
提
案
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
授
業
構
成
で
は
、
総
括
的
評
価

（
＊
８
）
と
形
成
的
評
価
（
＊
９
）
そ
れ
ぞ

れ
を
行
う
場
面
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
重

要
だ
と
説
明
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、森
教
授
は
、「
以
前
は
与
え
ら
れ

た
問
題
を
効
率
よ
く
解
く
力
が
求
め
ら
れ

て
い
た
が
、
今
は
課
題
を
自
分
で
設
定
し
、

そ
れ
を
解
決
し
て
前
進
し
て
い
く
力
が
求

め
ら
れ
る
社
会
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
学
校
で
も
自
ら
思
考
し
て
知
識
を
次
々

に
更
新
し
て
い
く
練
習
を
生
徒
に
積
ま
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｄ
Ａ
Ｌ
は
そ
の
た

め
の
鍵
に
な
る
は
ず
だ
」
と
述
べ
た
。

オルターナティヴ・アセスメントのパラダイム
数値で表せない

心理測定学的パラダイム
数値で表せる

間接評価
何ができると
思っているのか

直接評価
何ができるのか

生徒調査 客観テスト
標準テスト

ミニッツペーパー
振り返り

パフォーマンス評価
ポートフォリオ評価

写真　参加者は、休憩時間には教科別に集まって、授
業づくりについて話し合っていた。

学習評価の構図図３

参加者の声

＊６　新たな学習内容をビデオなどを使って予習し、授業ではほかの生徒と協働して問題を解いたり、教師が個々に合った指導をしたりする授業の形態。　＊７　物
事の関係を線などで結んで関係性を視覚化する技法。　＊８　テストなどを行い、学習者の到達度を確認する評価のこと。　＊９　学習の途中で、理解の状況などを
把握し、計画の修正が必要かどうかを知るために行われる評価のこと。

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
用
い
た

Ａ
Ｌ
の
評
価
方
法
を
提
案

＊ 2016 年 6 月 27 日 関西大学アクティブ・ラーニングセミナー「21 世紀を生
き抜く『新しい能力』を育む教育とその評価」 松下佳代氏講演資料を改変

体験を通してALの本質を理解したという声が多数

　事後アンケートでは、多くの参加者が授業づくりを考える上で
学びや気づきがあったと述べている。
　アンケートに回答した 57 人中、54 人は「セミナーをきっかけ
にＡＬに対する理解が深まった」、49 人は「今後授業で実践する
ことができそう」と答えた。自由記述回答では、「ＡＬはグループ
で何かをするだけの活動と思っていましたが、最終的に個人の内
化に落とし込むことが大切だと聞いて、目から鱗が落ちました」

「ＡＬに懐疑的でしたが、理論を聞いて腑に落ちました」「何とな
く実践していましたが、注意すべきポイントが分かりました」な
ど、ＡＬの本質の理解につながったという声が多く寄せられた。
また、「セミナーでＡＬを体験して、どのようなものか分かった」
と、ワークを通して自らＡＬを体験する中で理解を深めたという
参加者も多かった。
　さらに、教師同士の横のつながりが学びのきっかけとなったと
いう声も聞かれた。「他校の先生方と知り合い、情報交換ができ
たことがよかった。今後も継続できるコミュニティーを望んでい
ます」「『関大ＬＭＳ』はよい勉強の場になり、ヒントをたくさん
いただいた」など、他校の教師との交流は貴重な機会となったよ
うだ。一方、今回のセミナーはあくまでも入門的な位置づけであ
り、「教科別のＡＬの実践法をたくさん聞きたい」など、発展的な
内容を望む声も寄せられた。
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私
の
専
門
で
あ
る
「
学
習
研
究
」
で
は
、

教
育
現
場
の
「
実
践
知
」
を
集
め
、
そ
こ

か
ら
子
ど
も
が
ど
う
学
び
、
ど
の
よ
う
に

理
解
す
る
の
か
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
解
明

し
て
理
論
化
し
ま
す
。
そ
の
観
点
で
言
う

と
、
先
生
方
が
よ
い
授
業
を
し
よ
う
と
努

力
さ
れ
て
い
る
の
は
承
知
し
て
い
ま
す
が
、

「
教
師
が
ど
う
教
え
る
か
」
と
「
生
徒
が
ど

う
学
ん
で
い
る
か
」
と
の
間
に
ず
れ
が
あ

り
、
そ
の
た
め
に
指
導
の
成
果
が
十
分
に

得
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。

　
例
え
ば
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
し
て
も
、

生
徒
が
教
師
の
指
示
に
従
っ
て
動
く
だ
け

で
、
思
考
が
活
性
化
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス

が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
う
な
る
要
因
に
は
、

教
師
が
「
ど
う
教
え
る
か
」
を
重
視
し
、

生
徒
が
「
ど
う
学
ん
で
い
る
か
」
に
考
え

が
及
ん
で
い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
そ
の
よ
う
な
研

究
成
果
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、「
子
ど
も

の
学
び
を
ど
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
か
」
と
い

う
観
点
で
授
業
づ
く
り
を
考
え
、
実
践
す

る
重
要
性
を
学
べ
る
内
容
と
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
の
名
称
は
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
を
創
る
」
で
す
が
、
Ａ
Ｌ
あ
り
き

の
授
業
づ
く
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
徒

の
学
び
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
授
業
の

あ
り
方
を
考
え
た
ら
、
結
果
と
し
て
Ａ
Ｌ

に
な
っ
た
と
い
う
流
れ
で
す
。

　
Ａ
Ｌ
を
実
践
す
る
上
で
教
師
に
必
要
な

心
構
え
は
、「
リ
サ
ー
チ
＆
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ

メ
ン
ト
」
に
尽
き
る
で
し
ょ
う
。
批
判
的

思
考
力
を
持
っ
て
研
究
し
、
実
践
を
通
し

て
、
教
師
自
身
や
目
の
前
の
生
徒
に
合
っ

た
指
導
方
法
を
開
発
し
て
い
く
こ
と
が
、

効
果
的
な
Ａ
Ｌ
を
行
う
た
め
に
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
セ
ミ
ナ
ー
で
は
現

場
の
実
践
か
ら
生
ま
れ
た
理
論
を
伝
え
る

こ
と
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
理
論
を

土
台
と
し
て
、
各
教
師
が
主
体
的
に
自
分

な
り
の
Ａ
Ｌ
を
実
践
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｌ
の
推
進
に
は
様
々
な
壁
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
Ａ
Ｌ
は
『
総
合
的

な
学
習
の
時
間
』
や
探
究
活
動
で
行
う
も

の
だ
」
と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
ま
す
。「
学

習
研
究
」
の
観
点
で
は
、
Ａ
Ｌ
に
よ
る
深

い
学
習
は
い
わ
ゆ
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー（
＊

10
）
の
育
成
に
つ
な
が
る
だ
け
で
は
な
く
、

学
習
内
容
を
定
着
さ
せ
る
上
で
非
常
に
有

用
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
は
デ
ー
タ
を
交
え
て
セ
ミ
ナ
ー
で
も

説
明
し
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
も
、「
講
義
で
も
生
徒
の
思
考
を

活
性
化
さ
せ
る
発
問
が
で
き
る
の
で
、
Ａ

Ｌ
は
必
要
な
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
あ
り

ま
す
。
確
か
に
教
師
の
発
問
は
重
要
で
す

が
、
そ
れ
は
出
発
点
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
発

問
に
よ
っ
て
、
生
徒
の
中
に
ど
の
よ
う
な

思
考
や
疑
問
が
生
ま
れ
た
の
か
を
、グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
な
ど
の
外
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
経

て
把
握
し
、
そ
れ
を
受
け
止
め
て
授
業
を

発
展
さ
せ
る
こ
と
が
、
生
徒
の
深
い
学
び

に
つ
な
が
り
ま
す
。
生
徒
の
学
び
の
プ
ロ

セ
ス
を
考
え
る
と
、
教
師
の
最
初
の
発
問

以
上
に
生
徒
自
身
が
生
み
出
し
た
問
い
が

重
要
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
ま
た
、
高
校
で
は
、
授
業
改
善
を
学
校

全
体
で
組
織
的
に
進
め
る
こ
と
に
も
課
題

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
授
業
改

善
を
進
め
る
教
師
が
孤
立
し
や
す
い
、
教

師
の
授
業
ス
タ
イ
ル
の
違
い
に
よ
り
生
徒

が
学
び
方
を
変
え
ざ
る
を
得
な
い
と
い
っ

た
問
題
で
す
。
そ
の
た
め
、
本
学
が
中
心

と
な
り
、
同
じ
志
を
持
つ
教
師
同
士
の
横

の
つ
な
が
り
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
り
ま
し
た
。「
関
大
Ｌ
Ｍ
Ｓ
」
は
そ
の

一
環
で
、
２
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
間
や
終
了

後
に
参
加
者
や
Ｔ
Ａ
、
講
師
で
あ
る
私
が

つ
な
が
り
、
考
え
を
述
べ
合
っ
た
り
、
実

践
例
を
紹
介
し
合
っ
た
り
す
る
場
と
し
て

活
用
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
生
徒
の
思
考

を
活
性
化
さ
せ
る
発
問
の
例
を
教
科
ご
と

に
集
め
る
シ
ス
テ
ム
に
発
展
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
他
大
学
と
の
連
携
も
模
索
し
、

よ
り
組
織
的
な
動
き
に
発
展
さ
せ
て
、
高

校
の
先
生
方
の
授
業
づ
く
り
を
支
援
し
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

＊10　知識や技能、態度など、特定の課題・要求に対応することができる力のこと。

関
西
大
学
教
育
推
進
部
教
授

森
　朋
子

　も
り
・
と
も
こ

専
門
は
、
学
習
研
究
、
学
習
理

論
、
教
育
方
法
学
。
慶
應
義
塾

大
学
外
国
語
教
育
セ
ン
タ
ー
上

席
研
究
員
等
を
経
て
、
現
職
。

「
ど
う
教
え
る
か
」
だ
け
で
な
く
、

「
ど
う
学
ん
で
い
る
か
」と
い
う
視
点
も
大
切

指
導
と
学
び
の
ず
れ
の
解
消
が

授
業
改
善
の
第
一
歩

同
じ
志
を
持
つ
先
生
方
の

横
の
つ
な
が
り
を
つ
く
り
た
い

講
師
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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